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ロープ伏展開図(1) S=1:100

※下記割合にて数量算出。

※アンカーの型式は設置箇所の土質状況により変更とする。

※施工寸法は現地にて適宜調整し変更のこと。

岩部用アンカー：土砂部用アンカー：土被り部用アンカー = 60 : 20：20

主ロープ

Znめっき(小) 3.2t×92

12φ用　50×95

D22(M20)×1000

12φ用-800

3×7　ZA/O　12φ

Znめっき

Znめっき

ZA-300

ZA-180

仕　様・寸　法 (mm)

ZA-1803×7　ZA/O　12φ

名　　称

横

巻付グリップ（E型）

縦

十字アンカーグリップ

岩部用TSKセメントアンカー

(大) 4.0t×109 Znめっき
Vクリップ

補強ロープ
縦

横

3×7　ZA/O　12φ

3×7　ZA/O　12φ

ZA-180

ZA-180

Znめっき

Znめっき

記号

土砂部用TSKブレイクアンカー25

114.3φ×4.5-1100
土被り部用TSKブレイクアンカー25

D22(M20)×750

114.3φ×4.5-1400

D22(M20)×750

(kg) (kg)単 重 数 量総重量 単位

kg/m

kg/m

0.5

0.5

15.0

15.0

30.0

30.0 m

m

0.5 kg/m

kg/m0.5 24.0

24.0 48.0

48.0 m

m

kg/本0.6 31.2 本

kg/個0.7 9.1 13 個

個11623.2kg/個0.2

kg/個0.3 12.0 40 個

kg/本4.7 37.6 8 本

kg/本23.4 46.8 2 本

kg/本25.3 75.9 3 本

　材 料 明 細 表　高耐久仕様

PSA-12

プラスネット相当品

kg313.8合　　　　　　　　計プラスネット材料

A=36.0 m2

52

A=36.0 m2

No.5-1

ロープ伏(1)

A=18.0 m2

No.7-1

ロープ伏(2)

※下記割合にて数量算出。

※アンカーの型式は設置箇所の土質状況により変更とする。

※施工寸法は現地にて適宜調整し変更のこと。

岩部用アンカー：土砂部用アンカー：土被り部用アンカー = 60 : 20：20

主ロープ

Znめっき(小) 3.2t×92

12φ用　50×95

D22(M20)×1000

12φ用-800

3×7　ZA/O　12φ

Znめっき

Znめっき

ZA-300

ZA-180

仕　様・寸　法 (mm)

ZA-1803×7　ZA/O　12φ

名　　称

横

巻付グリップ（E型）

縦

十字アンカーグリップ

岩部用TSKセメントアンカー

(大) 4.0t×109 Znめっき
Vクリップ

補強ロープ
縦

横

3×7　ZA/O　12φ

3×7　ZA/O　12φ

ZA-180

ZA-180

Znめっき

Znめっき

記号

土砂部用TSKブレイクアンカー25

114.3φ×4.5-1100
土被り部用TSKブレイクアンカー25

D22(M20)×750

114.3φ×4.5-1400

D22(M20)×750

(kg) (kg)単 重 数 量総重量 単位

kg/m

kg/m

0.5

0.5

9.0

7.5

18.0

15.0 m

m

0.5 kg/m

kg/m0.5 12.0

12.0 24.0

24.0 m

m

kg/本0.6 24.0 本

kg/個0.7 5.6 8 個

個5511.0kg/個0.2

kg/個0.3 8.4 28 個

kg/本4.7 23.5 5 本

kg/本23.4 23.4 1 本

kg/本25.3 50.6 2 本

　材 料 明 細 表　高耐久仕様

PSA-12

プラスネット相当品

kg187.0合　　　　　　　　計プラスネット材料

A=18.0 m2

40

図　面　名

工　事　名

施 工 地 名

1:100

大阪府池田土木事務所

道　路　名

平成３０年度 図面番号 /

一般国道423号道路防災測量委託

一般国道　423号

事　業　名

池田市 伏尾町 知内

ロープ伏展開図(1)
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ロープ伏展開図(2) S=1:100

※下記割合にて数量算出。

※アンカーの型式は設置箇所の土質状況により変更とする。

※施工寸法は現地にて適宜調整し変更のこと。

岩部用アンカー：土砂部用アンカー：土被り部用アンカー = 60 : 20：20

主ロープ

Znめっき(小) 3.2t×92

12φ用　50×95

D22(M20)×1000

12φ用-800

3×7　ZA/O　12φ

Znめっき

Znめっき

ZA-300

ZA-180

仕　様・寸　法 (mm)

ZA-1803×7　ZA/O　12φ

名　　称

横

巻付グリップ（E型）

縦

十字アンカーグリップ

岩部用TSKセメントアンカー

(大) 4.0t×109 Znめっき
Vクリップ

補強ロープ
縦

横

3×7　ZA/O　12φ

3×7　ZA/O　12φ

ZA-180

ZA-180

Znめっき

Znめっき

記号

土砂部用TSKブレイクアンカー25

114.3φ×4.5-1100
土被り部用TSKブレイクアンカー25

D22(M20)×750

114.3φ×4.5-1400

D22(M20)×750

(kg) (kg)単 重 数 量総重量 単位

kg/m

kg/m

0.5

0.5

15.0

15.0

30.0

30.0 m

m

0.5 kg/m

kg/m0.5 24.0

24.0 48.0

48.0 m

m

kg/本0.6 31.2 本

kg/個0.7 9.1 13 個

個11623.2kg/個0.2

kg/個0.3 12.0 40 個

kg/本4.7 37.6 8 本

kg/本23.4 46.8 2 本

kg/本25.3 75.9 3 本

　材 料 明 細 表　高耐久仕様

PSA-12

プラスネット相当品

kg313.8合　　　　　　　　計プラスネット材料

A=36.0 m2

52

A=36.0 m2

No.8

ロープ伏(3)

※下記割合にて数量算出。

※アンカーの型式は設置箇所の土質状況により変更とする。

※施工寸法は現地にて適宜調整し変更のこと。

岩部用アンカー：土砂部用アンカー：土被り部用アンカー = 60 : 20：20

主ロープ

Znめっき(小) 3.2t×92

12φ用　50×95

D22(M20)×1000

12φ用-800

3×7　ZA/O　12φ

Znめっき

Znめっき

ZA-300

ZA-180

仕　様・寸　法 (mm)

ZA-1803×7　ZA/O　12φ

名　　称

横

巻付グリップ（E型）

縦

十字アンカーグリップ

岩部用TSKセメントアンカー

(大) 4.0t×109 Znめっき
Vクリップ

補強ロープ
縦

横

3×7　ZA/O　12φ

3×7　ZA/O　12φ

ZA-180

ZA-180

Znめっき

Znめっき

記号

土砂部用TSKブレイクアンカー25

114.3φ×4.5-1100
土被り部用TSKブレイクアンカー25

D22(M20)×750

114.3φ×4.5-1400

D22(M20)×750

(kg) (kg)単 重 数 量総重量 単位

kg/m

kg/m

0.5

0.5

15.0

15.0

30.0

30.0 m

m

0.5 kg/m

kg/m0.5 24.0

24.0 48.0

48.0 m

m

kg/本0.6 31.2 本

kg/個0.7 9.1 13 個

個11623.2kg/個0.2

kg/個0.3 12.0 40 個

kg/本4.7 37.6 8 本

kg/本23.4 46.8 2 本

kg/本25.3 75.9 3 本

　材 料 明 細 表　高耐久仕様

PSA-12

プラスネット相当品

kg313.8合　　　　　　　　計プラスネット材料

A=36.0 m2

52

A=36.0 m2

No.10-1

ロープ伏(4)

図　面　名

工　事　名

施 工 地 名

1:100

大阪府池田土木事務所

道　路　名

平成３０年度 図面番号 /

一般国道423号道路防災測量委託

一般国道　423号

事　業　名

池田市 伏尾町 知内

ロープ伏展開図(2)
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ロープ伏展開図(3) S=1:100

※下記割合にて数量算出。

※アンカーの型式は設置箇所の土質状況により変更とする。

※施工寸法は現地にて適宜調整し変更のこと。

岩部用アンカー：土砂部用アンカー：土被り部用アンカー = 60 : 20：20

主ロープ

Znめっき(小) 3.2t×92

12φ用　50×95

D22(M20)×1000

12φ用-800

3×7　ZA/O　12φ

Znめっき

Znめっき

ZA-300

ZA-180

仕　様・寸　法 (mm)

ZA-1803×7　ZA/O　12φ

名　　称

横

巻付グリップ（E型）

縦

十字アンカーグリップ

岩部用TSKセメントアンカー

(大) 4.0t×109 Znめっき
Vクリップ

補強ロープ
縦

横

3×7　ZA/O　12φ

3×7　ZA/O　12φ

ZA-180

ZA-180

Znめっき

Znめっき

記号

土砂部用TSKブレイクアンカー25

114.3φ×4.5-1100
土被り部用TSKブレイクアンカー25

D22(M20)×750

114.3φ×4.5-1400

D22(M20)×750

(kg) (kg)単 重 数 量総重量 単位

kg/m

kg/m

0.5

0.5

15.0

15.0

30.0

30.0 m

m

0.5 kg/m

kg/m0.5 24.0

24.0 48.0

48.0 m

m

kg/本0.6 31.2 本

kg/個0.7 9.1 13 個

個11623.2kg/個0.2

kg/個0.3 12.0 40 個

kg/本4.7 37.6 8 本

kg/本23.4 46.8 2 本

kg/本25.3 75.9 3 本

　材 料 明 細 表　高耐久仕様

PSA-12

プラスネット相当品

kg313.8合　　　　　　　　計プラスネット材料

A=36.0 m2

52

A=36.0 m2

No.18-1

ロープ伏(5)

図　面　名

工　事　名

施 工 地 名

1:100

大阪府池田土木事務所

道　路　名

平成３０年度 図面番号 /

一般国道423号道路防災測量委託

一般国道　423号

事　業　名

池田市 伏尾町 知内

ロープ伏展開図(3)
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PSA-12

 標準構造展開図 

S=1/100

主ロープ

Znめっき(小) 3.2t×92

12φ用　50×95

D22(M20)×1000

12φ用-800

3×7　ZA/O　12φ

Znめっき

Znめっき

ZA-300

ZA-180

仕　様・寸　法 (mm)

 部 品 明 細 表 

ZA-1803×7　ZA/O　12φ

名　　称

横

巻付グリップ（E型）

縦

十字アンカーグリップ

岩部用TSKセメントアンカー

(大) 4.0t×109 Znめっき
Vクリップ

補強ロープ
縦

横

3×7　ZA/O　12φ

3×7　ZA/O　12φ

ZA-180

ZA-180

土砂部用TSKブレイクアンカー25

Znめっき
114.3φ×4.5-1100

土被り部用TSKブレイクアンカー25

Znめっき

記号

S=1/100

 横断図 

    十字アンカーグリップ    

S=1/3

95 50

縦ロープ

3×7　ZA/O　12φ

高耐久仕様　ZA-180

横ロープ

3×7　ZA/O　12φ

高耐久仕様　ZA-180

十字アンカーグリップ

50×95

岩部用TSKセメントアンカー

D22(M20)×1000

　　　　

TSKセメント

9
00

1
00
0

岩部用TSKセメントアンカー

土被り部用TSKブレイクアンカー25

10992

3.
2

4.
0

M10

M12

 Ｖクリップ（小）

S=1/2

 Ｖクリップ（大）

S=1/2

A

B

 巻付グリップ 

S=1/5

ワイヤロープ

12φ用-800

名　　称

巻付グリップ（E型）

BA

800 40

寸法表

アンカー

縦ロープ

3×7　ZA/O　12φ

高耐久仕様　ZA-180

横ロープ

3×7　ZA/O　12φ

高耐久仕様　ZA-180

十字アンカーグリップ

50×95

補強ロープ

3×7　ZA/O　12φ

高耐久仕様　ZA-180

　Ｖクリップ　
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S=1/10　 S=1/10　

D22(M20)×750

114.3φ×4.5-1400

D22(M20)×750

土砂部用TSKブレイクアンカー25

7
50

1
0
00

15
00

1
50

D22(M20)×750

下部材

φ114.3×4.5-1100

上部材  

ピンボルト

キャップ

M20×140

十字アンカーグリップ

7
50

1
30
0

18
00

15
0

ピンボルト

キャップ M20×140

十字アンカーグリップ

D22(M20)×750

下部材

φ114.3×4.5-1400

上部材  

表
土
 
20
～
80
cm

TSKセメント

グラウト材

50 50

高耐久仕様　「亜鉛－１０％アルミ合金めっき（ジンカールめっき）」

ただし、アンカー、クリップ類（めっき付着量３５０　　）は、溶融亜鉛めっきとしています。

ロープ、巻付グリップは、高耐久仕様として、亜鉛－１０％アルミ合金めっきとしています。

高耐久仕様　ZA-300

2ｍｇ／

※　表記なき部材は全て亜鉛めっき仕様とする。

ロープ伏詳細図

図　面　名

工　事　名

施 工 地 名

図示

大阪府池田土木事務所

道　路　名

平成３０年度 図面番号 /

一般国道423号道路防災測量委託

一般国道　423号

事　業　名

池田市 伏尾町 知内

ロープ伏詳細図
縮

尺

15
1 9
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補強リング配置図

品　名

補強リング

継手板

サイズ (mm)

H-250X250X9X14X3134

PL-12X250X440

単位

枚

〃

数 量 単位質量 質 量 備　考

168

336

225

10.4 3494

37800

合　計 kg70283

材料表

SS400

SM490

ロックワッシャー

継手ボルト

M20ボルト用

M20X60 (10.9) 本

枚

5376

2688

0.297

- -

1597

ライナープレート

組立ボルト

P-10　t=2.7

M16X30 (4.6)

枚

本

980

10080

26.0

0.137 1381

25480

〃 M16X45 (8.8リング用) 〃 3360 0.158 531
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ライナープレート断面形状図ライナープレート形状図
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※湧水が多い場合や孔壁崩壊などが生じる可能性が

　ある場合は裏込めを逐次施工する方法を検討する。

　その場合は，グラウトホールを5～10㎡毎に1箇所
　設け，通常3リング毎にモルタルを打設する。
　ただし，著しく自立性が悪い場合は２リングや

　１リング毎とする。 
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補強リング配置図

品　名

補強リング

継手板

サイズ (mm) 単位

枚

〃

数 量 単位質量 質 量 備　考
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合　計 kg111060

材料表
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継手ボルト

M20ボルト用
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※湧水が多い場合や孔壁崩壊などが生じる可能性が

　ある場合は裏込めを逐次施工する方法を検討する。

　その場合は，グラウトホールを5～10㎡毎に1箇所
　設け，通常3リング毎にモルタルを打設する。
　ただし，著しく自立性が悪い場合は２リングや

　１リング毎とする。 

柱状体深礎基礎土留工 S=1:100
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※湧水が多い場合や孔壁崩壊などが生じる可能性が
ある場合は裏込めを逐次施工する方法を検討する。
その場合は，グラウトホールを5～10㎡毎に1箇所
設け，通常3リング毎にモルタルを打設する。
ただし，著しく自立性が悪い場合は２リングや
１リング毎とする。
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補強リング配置図

品　名

補強リング

継手板

サイズ (mm)
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PL-12X250X440

単位

枚

〃

数 量 単位質量 質 量 備　考
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※湧水が多い場合や孔壁崩壊などが生じる可能性が

　ある場合は裏込めを逐次施工する方法を検討する。

　その場合は，グラウトホールを5～10㎡毎に1箇所
　設け，通常3リング毎にモルタルを打設する。
　ただし，著しく自立性が悪い場合は２リングや

　１リング毎とする。 

柱状体深礎基礎土留工 S=1:100

Dg

Bs

dt
Bc

aGd [DH]

F [DH]

Gd [CL-CM]

aGd [DM]F [DM]

Gd [DM]
F [DM]

F [DH]Gd [CL]

8
04
0

2
7
0

2
8
3
0

4
0
80

1
0
9
0

1
1
9
0

1
75
0
0

砂質土

礫質土

礫質土

軟岩

軟岩

中硬岩

440

45 65 65 45

5
0

1
5
0

5
0

25X30孔

65 90 65

2
5
0

S=1:5

継手板詳細図
継手板
PL-12X250X440

組立ボルト
M16X45

5
0

1
5
0

5
0

2
5
0

1212 250

ロックワッシャー
継手ボルト
M20X60

外側 内側

φ14000

75.5

19X157=2983

75.5

3 3

3134

2
50

12
5

12
5 R

=
7
0
00

ボルト孔 φ22



φ
14
00
0

1570

1570

15
70

15
70

15
70

15
70

1
5
70

1570

1570

1570

1
5
7
0

15
70

15
70

15
70

1570

1570
1570 1570 1570

157
0

15
70

15
70

15
70

15
70

1
5
7
0

1570

1570

1570

1570

1570

1570
1570

1570

157
0

15
70

1570
1570

1570

1570
1570

1570

1
57
0

1570
15
70

15
70

15
70

15
70

1
5
70

1570

1570

1570

1570

1570

1570
1570

1
5
70

ライナープレート配置図

φ14000

1
9
5
00

(
ラ

イ
ナ

ー
プ

レ
ー

ト
 
t
=2
.7
mm
)

補
強
リ

ン
グ

ピ
ッ

チ

橋軸方向

ガイドウォール

500
500

1000

5
0
0

5
0
0

1
0
00

ボルト孔 φ21

水抜き孔 φ12

S=1:10

ライナープレート断面形状図ライナープレート形状図
S=1:20

R=7000

φ
14
00
0

3134
6

313
4

6

31
34

6

31
34

6
3134

6

3134

6

6

3
134

6
31

34

313
4

6

31
34

3134
66

3134

6

3134

6
3
134

6

補強リング配置図

品　名

補強リング

継手板

サイズ (mm) 単位

枚

〃

数 量 単位質量 質 量 備　考
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VP-φ50
エルボ 45°

杭主鉄筋

グラウトパイプ詳細図
S=1:20

エルボ

グラウトパイプ

45L

VP-φ50

個

m132.0
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補強リング詳細図
S=1:20
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継手板詳細図
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※湧水が多い場合や孔壁崩壊などが生じる可能性が

　ある場合は裏込めを逐次施工する方法を検討する。

　その場合は，グラウトホールを5～10㎡毎に1箇所
　設け，通常3リング毎にモルタルを打設する。
　ただし，著しく自立性が悪い場合は２リングや

　１リング毎とする。 

柱状体深礎基礎土留工 S=1:100

φ15000

H-250X250X9X14X3134

PL-12X250X440

225

10.4
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補強リング配置図

品　名

補強リング

継手板

サイズ (mm)

H-300X300X10X15X3134

PL-16X300X450

単位

枚

〃

数 量 単位質量 質 量 備　考

168

336

291.5

17.0 5712

48972

合　計 kg83673

材料表

SS400

SM490

ロックワッシャー

継手ボルト

M20ボルト用

M20X60 (10.9) 本

枚

5376

2688

0.297

- -

1597

ライナープレート

組立ボルト

P-10　t=2.7

M16X30 (4.6)

枚

本

980

10080

26.0

0.137 1381

25480

〃 M16X45 (8.8リング用) 〃 3360 0.158 531
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S=1:10

ライナープレート断面形状図ライナープレート形状図
S=1:20
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グラウトパイプ配置図 S=1:150

 グラウトパイプ 
 VP-φ50 　　　 

φ14000

ライナープレート
(t=2.7mm)

グラウトパイプ
VP-φ50

エルボ 45°

杭主鉄筋

グラウトパイプ詳細図
S=1:20

エルボ

グラウトパイプ

45L

VP-φ50

個

m108.0
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※湧水が多い場合や孔壁崩壊などが生じる可能性が
　ある場合は裏込めを逐次施工する方法を検討する。
　その場合は，グラウトホールを5～10㎡毎に1箇所
　設け，通常3リング毎にモルタルを打設する。
　ただし，著しく自立性が悪い場合は２リングや

　１リング毎とする。 

P1橋脚柱状体深礎基礎土留工 S=1:100

Dg

Bs

dt
Bc

aGd [DH]

F [DH]

Gd [CL-CM]

aGd [DM]F [DM]

Gd [DM]
F [DM]

F [DH]Gd [CL]

（茨木箕面丘陵線）

茨木市大字佐保地内　外

図面名

大阪府  茨木土木事務所

路線名

工事名

年　度

所在地名

図示

令和4～5年度

縮　尺

番　号

作　成
年　月

  /  

令和6年2月

主要地方道 茨木摂津線

P1橋脚柱状体深礎基礎土留工
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立 面 図

つなぎパイプ
SUS304 φ42.7×t3.0
片側溶接

支柱
SUS304 φ48.6×t2.0
ヘアライン仕上げ

PL-t3.0 SUS304

つなぎ部

50

SS400 寸切りボルト
M8×100L NT（2）

50

2-プラグ溶接

2(スキマ)

つなぎ部詳細図

つなぎパイプ 2-M8×20L
SUS 六角穴付きボタンボルト
PW SW

平 面 図
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S=1:20

右 側 面 図
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(18-8-40BB)29
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施設詳細図

自転車ｹﾞｰﾄa可動式
S=1:10

400×900

25
0

90
0

130 240

200 100

▽F.L

10
0

自転車ゲートa可動式(移設)
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コンクリート
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見積仕様

機器名称 ポータブルpH計HM-40P

５日当たりの機器損料（レンタル料）

補償料（免責３万円/台）を含む

校正証明書の発行含む

送料（往復送料）を含むものとする

機器仕様

JIS形式 JIS形式1

測定方式 ガラス電極法

PH0.00～PH14.00

温度：０～100.0℃

電源 DC2.4-3V 0.1VA

pH:±0.02pH

温度:±0.2℃

記録 1500データ（測定時間、測定値、温度）

リード長 1m

性能保証温度 ０～45℃　20～90％（結露のないこと）

用途 一般/浸漬用

重量・サイズ 70(W)×39(H)×188(D)、約300ｇ（電池含む）

防水 IP67

測定範囲

繰返し性(計器本体)

見積仕様



見積仕様

機器名称 ポータブル電気伝導率計 CM-31P

５日当たりの機器損料（レンタル料）

補償料（免責３万円/台）を含む

校正証明書の発行含む

送料（往復送料）を含むものとする

機器仕様

測定方法 交流2電極法

【電気伝導率】0.1mS/mから10S/m

【電気抵抗率】0.1Ω・mから10kΩ・m

【塩分(電気伝導率からのNaCl換算値)】0から4.00%

【温度】 0から80.0℃

【電気伝導率】±0.5% FS

【電気抵抗率】±0.5% FS

【塩分】±0.5% FS

【温度】±0.2℃

データメモリー 1000データ

防水構造 IP67

性能補償温度、湿度 0から45℃、90%以下(結露のないこと。)

電源 単3アルカリ乾電池/ニッケル水素電池2本

外形寸法 約68(W)×35(H)×173(D)mm

質量(電池含む) 約280g

見積仕様

測定範囲

繰返し性(計器本体)



松葉跨線橋(南行)　補修一般図 S=1:500

図示

大 阪 府 枚 方 土 木 事 務 所

門真市松葉町地内外

主要地方道　大阪中央環状線

作成年月日

図　面　名

施 工 場 所

工　事　名

路　線　名

施 工 年 度

縮　尺

( P4～P5  )

断 面 図 S=1:100
S=1:100断 面 図

( P3～P4 , P5～P6 )

( A1～P3 , P6～A2 )

断 面 図 S=1:100

側 面 図（ 東 面 ）

A1 P1 P2 P3

P4 P5

P6 P7 P8 P9 A2

A2P9P8P7P6P5P4P3P2

至　池田至　堺

P1A1

　　は協議の上、対策を行うこと。

注記

１．施工にあたっては再度現地調査を行い損傷箇所を

　　確認の上実施すること。

２．再調査の結果、新たな損傷箇所が確認された場合

　　は計上数量以上となる可能性がある。よって、計

３．数量計算にて計上している注入量は、ひびわれ深

　　さを想定して算出した体積であり、実際の注入量

　　上数量を全数注入したからといって注入終了せず、

　　監督員の承諾を得ること。

平 面 図

断面修復工

P3～P6　床版下面（南行き車線橋梁部のみ、京阪線路部は除く。）ひびわれ補修工

（1）

（2）

項　目 補　修　箇　所

補修箇所一覧表

P3～P6　床版下面（京阪線路部は除く。）

（3） 塗替塗装工 P3～P6　3径間鋼材全面(コンクリート接触面除く。支承含む。)

（4） 表面保護工 床版下面(既設剥落防止塗装部と鋼板補強部は除く。)

松葉跨線橋塗装塗替工事

11250

50010250500

13300

500 10250 250 2000 300

500 10250 500

11250

5
0
0

1
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5
0

2
5
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2
0
0
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3
0
0

20000 19000 19000 24835 35000 17750 20000 20000 20000 20000

5
0
0

1
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2
5
0

5
0
0

1
1
2
5
0

20000200002000020000177503500024835190001900020000

1
3
3
0
0

塗替塗装工、表面保護工、断面修復工、ひびわれ補修工

塗装塗替範囲（大阪府施工）　L=69585

（府）24835

（京阪線路部）27000

（府）17750

（府）24835

（京阪線路部）24000

（府）11000 （府）17750

（京阪線路部）27000

（府）8000

※京阪線路部は除く

（府）8000



松葉跨線橋(南行)　補修対策工図（その１）

塗替塗装工

S=1:100

   再確認を必ず実施し、工事に反映すること。

1. 既設構造物寸法 形状は、工事に先立ち再計測

注　記）

2. 塗替塗装工の施工範囲は鋼材全面(コンクリート

   接触面を除く。支承含む。)とする。

図示

大 阪 府 枚 方 土 木 事 務 所

門真市松葉町地内外

主要地方道　大阪中央環状線

作成年月日

図　面　名

施 工 場 所

工　事　名

路　線　名

施 工 年 度

縮　尺

P3 P4

P4 P5

P5 P6
端･中間対傾構 端･中間対傾構

P3～P4,P5～P6 P4～P5

分配横桁 分配横桁

塗替塗装工仕様

200

200

200

140

120

( g/㎡ )

使用量
塗 料 名塗装工程

弱溶剤形ふっ素樹脂塗料上塗

弱溶剤形変性エポキシ樹脂塗料下塗

弱溶剤形変性エポキシ樹脂塗料下塗

下塗り

下塗り

1種ケレン

弱溶剤形ふっ素樹脂塗料用中塗

弱溶剤形変性エポキシ樹脂塗料下塗

Rc-Ⅰ塗装系

上塗り

中塗り

下塗り

素地調整

塗装仕様

（京阪線路部）

（京阪線路部）

面　積

( ㎡ )

1460.7

1460.7

233.6

1460.7

1460.7

予防保全

備　考

松葉跨線橋塗装塗替工事
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1
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（大阪府施工）　L=17750　防鳩ネットあり

35000

（大阪府施工）　L=24835　防鳩ネットあり

1125 3x3000=9000　防鳩ネットあり 1125

11250

1125 4x2750=11000 1175

13300

1
8
0
0

1
8
0
0

（大阪府施工）　L=11000

（大阪府施工）　L=8000
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1820
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67
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0

1
80
0

20
0

5100 420

200

200

200

140

120

( g/㎡ )

使用量
塗 料 名塗装工程

弱溶剤形ふっ素樹脂塗料上塗

弱溶剤形変性エポキシ樹脂塗料下塗

弱溶剤形変性エポキシ樹脂塗料下塗

下塗り

下塗り

1種ケレン

弱溶剤形ふっ素樹脂塗料用中塗

弱溶剤形変性エポキシ樹脂塗料下塗

Rc-Ⅰ塗装系

上塗り

中塗り

下塗り

素地調整

塗装仕様

面　積

( ㎡ )

247.16

- 予防保全

備　考

247.16

247.16

247.16

247.16

新深野橋 一般図

工事名

図面名

作成年月日

縮尺

会社名

事業者名

図面番号

新深野橋 一般図

図 示

S=1:80

側 面 図

A1 A2

断 面 図

平 面 図

A1 A2

S=1:50

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装 t=50mm

C-300X090X009X013 5
8
6



450 有効幅員 13500

14400
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使用材料表

枠内植生基材吹付工 t=3cm

100m2当り

#14 50×50菱形金網（市場単価） 140   40％

規　　　　格材　　料　　名 単位 割増率数　量

m2

鉄筋 D13 kg 17％503.3 

φ16 L=400

φ9 L=200

本

本

 30   

150   

組立枠 個
W=330 H=190 L=400

 94   
ダイザーＭ型 

本  51   

砂

セメント 普通ポルトランドセメント

肥料入り

ベースソイラー

ソイルファクター

NAF-6（モルタル補強材）

生
育
基
盤
材

kg
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L

kg
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30％

30％
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29％

m3

3,205.0 

  9.5 

  7.6 

7,220.0 

  25.3 

アンカー

補助アンカー

枠用シート ダイザタイプ1500用 枚  42.3 

補助アンカー（横枠） D10 L=400

本  52   主アンカー（交点） D16 L=750

枠吹付 m3   5.87

枠内植生基材吹付（市場単価） t=3cm m2  55.9

共重合パラ型アラミド繊維

ダイザーＭ型部材模式図
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※土中建込式の支柱間隔は3.0mとする

転落防止柵一体型ガードレール構造図

1：15
（A1）

土中建込式【参考図】

作成年月

番号

縮 　 尺

図 面 名

所属地名

工 事 名

路 線 名

年 　 度

防護柵改修工事
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転落防止柵一体型ガードレール構造図

1：15
（A1）

コンクリート建込式【参考図】

作成年月

番号

縮 　 尺

図 面 名

所属地名

工 事 名

路 線 名

年 　 度

防護柵改修工事
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 ／ 令和　年度

4
00

350

支 柱 Φ114.3×4.5

 組 立 図 

W38.1×1.6

胴 縁

Φ19.1×1.0

縦 桟

ビーム 2.3×350×50

袖ビーム

再帰反射ボルト

M16×35

再帰反射ボルト

M16×35

M12×65 M12×140

M12×65 M12×140

W38.1×1.6

胴 縁
カップリングバンド

 接合部詳細図 

 M12×140  M12×65 

 取付ボルト 

2.3

2.3

8 2.3 10810

13 3.2 16 8

3.2

3.2 13

 M20×145  M16×35 

転落防止柵一体型ガードレール構造図
コンクリート建込式【参考図】

 断 面 図 

3
0

3
0

ボルト M20×145

コンクリート削孔

2000 2000 @2000（※土中建込式@3000）500

@158400

6
00

50
0

11
0
0

9
50

1
5
0

11
0
0

30

21
.
9

140

2.3

Φ
2
4

65

25

145

35

3
4.
6

35

3
4.
6

Φ
3
3

11
3
0

15
3
0

1
50

9
50

140

50
0

60
0

3
50

1
10
0



転落防止柵一体型ガードレール構造図

1：15
（A1）

ベースプレート式【参考図】

作成年月
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平面図（黒栂谷砂防ダム）

S=1/500

業 務 名

図 面 名

作成年月日

縮 尺

会 社 名

事業者名

2024年2月28日

図面番号

大阪府富田林土木事務所

川崎地質株式会社

平面図(黒栂谷砂防ダム)
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会 社 名
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図面番号

大阪府富田林土木事務所

川崎地質株式会社

鋼製流木捕捉工一般図（黒栂谷砂防ダム）
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平面図 S=1/100
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A部

F1

F1F1F1F1F1F1F1F1

（STK490）

F3 F2R,L

F1 F1

F4

無機系注入式アンカーの強度計算は、既設砂防堰堤の

圧縮強度を18N/mm2として計算しています。

したがって、既設砂防堰堤の圧縮強度が

18N/mm2以上であることを確認して下さい。

（無機系注入式アンカー材料の質量は、含んでおりません）

全ねじボルト（SS400）、ナット、丸ワッシャーの表面処理

はHZA35Bです。

全ねじボルトの頭部の100mmの範囲はネジさらいをして

下さい。

∅400

520

（STK490）
φ400x16

M1

（M22－105）

番号 名称 規格 材質 数量 単位質量（ｋｇ） 質量（ｋｇ）

Ｆ１ フレ－ム φ400×16 STK490 9 1,182.68 10,644.12

Ｆ２ フレ－ム φ400×16 STK490 2 658.28 1,316.56

Ｆ３ フレ－ム φ400×16 STK490 2 1,114.37 2,228.74

Ｆ４ フレ－ム φ400×16 STK490 7 648.40 4,538.80

Ａ2 座金プレート PL-80×80×12(SW11) SS400 80 0.553 44.24

Ｍ１ ﾄﾙｼｱ形高力ﾎﾞﾙﾄ M22-105（S10T）,1N,1W 228 0.628 143.18

合 計 18,915.64

張り出しタイプ（Ｈ＝3.0ｍ）

端 部 中 間 部

A部接合部詳細図

7
2

3
6
3
6

600

4040

鋼製流木捕捉工構造図(1/2)

(黒栂谷砂防ダム)

業 務 名

図 面 名

作成年月日

縮 尺

会 社 名

事業者名

2024年2月28日

図面番号

大阪府富田林土木事務所

川崎地質株式会社

鋼製流木捕捉工構造図(1/2)（黒栂谷砂防ダム）
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1-1側面図 S=1/50正面図 S=1/100

（A-A矢視）

（右岸）（左岸）

ベ－スプレ－ト部詳細図 Ａ 部 詳 細 図

ベースプレ－ト（4SB13）（A-A矢視）

4-φ50

（ 8 ヶ 所 ）

ポンチが打ってあります。
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川崎地質株式会社

鋼製流木捕捉工構造図(2/2)（黒栂谷砂防ダム）
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鋼製流木捕捉工土工図（黒栂谷砂防ダム）
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